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Ｈ３０鴨川分教室スクールバスに乗車中の場合の避難マニュアル

１．想定

スクールバス(ＳＢ)に乗車中に、震度５強の地震があった場合で、津波警報が発令された。

２．第一次避難行動

(１)道路の安全な場所で、バスを停車し、頭を保護させる。

(２)指示に従うように促す。

(３)ラジオをかけ、状況を把握する。

(４)分教室（本部）に、電話で状況を伝える。

３．対策本部の設置

(１)事故発生と同時に、緊急対応マニアルによる初期対応を進めるとともに、職員室内に校内対策本部を

設置する。

(２)教頭を対策副本部長とし、直ちに必要な指揮をとる。

(３)鴨川小学校と連携を図り、鴨川市地域防災計画に沿って、現状把握に努める。

(４)校長に随時連絡をとり、状況について伝達する。

(５)対策本部と現場対応者（事故現場・救急隊・警察等）との間の情報伝達を迅速かつ確実に行うため、

情報伝達係を対策本部員として指名しておく。

(６)情報を集約し、板書し随時確認に努める。

※負傷者（氏名・搬送先・容態・保護者への連絡の有無・付き添い職員名）

※児童生徒の状況（保護者の引き取り状況・下校時間・下校の指示）

※職員の動向（病院への同行・家庭訪問・情報収集）

４．初動体制

(１)スクールバスの現在地を確認する。

(２)津波状況を確認する。（海津波、がけ崩れ）

(３)指定した避難場所への安全性、最短距離、並びに移動可能か確認する。

（道路が陥没していなければ高台か、緊急避難場所（地図参照）にバスで移動するように指示する。）

(４)校内に放送を入れ、職員は職員室に集まるようにする。

確認内容①緊急地震速報、及び津波に関する情報（注意報、警報）

②ＳＢ内にいる児童生徒の状況を連絡する。

☆バスの現在地

☆避難場所へ向かう人員を待機させる。

①城西国際大学 ②江見小学校 ③鴨川市役所 ④鴨川中学校 ⑤東条小学校

⑥道の港｢まるたけ｣ ⑦鴨川ヒルズリゾート ⑧内浦山県民の森

☆児童生徒の安全・健康の状況

(５)保護者へのメール発信（担当：本校教頭）保護者への電話連絡は担任が行う。
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５．第二次体制

防災無線にて状況確認（津波がおさまり、移動可能になった場合に第二次体制をとる。）

★本部

(１)避難場所に、職員を配置する。（教務、主任）

(２)自動車の走行が不可能な場合、徒歩で指定避難場所まで移動し、本部に状況を報告し、指示をあおぐ。

★学担

(１)バスの避難場所へ向かうことを、保護者に電話で連絡する。

６．地震発生後の被害状況別の対応について

(１)指定された津波避難場所までＳＢが移動できる場合

★ＳＢの対応

①ラジオをつけ、情報の収集に努める。

②学校指定の避難所に一時避難する。

③学校に電話連絡し、本部の指示を仰ぐ。

★本部

①ＳＢからの情報を黒板に書く。

１ ＳＢの現在地

２ 児童生徒の健康状態

３ 避難場所の状況

４ 持ってきて欲しいもの

５ その他

②ＳＢへ支援職員を派遣する。

(２)携帯電話が学校に通じない場合（ＳＢは運行可）

徒歩で指定の避難場所まで移動し、本部に状況を報告し、指示をあおぐ。

※ＳＢ内での対応…非常食としてファイバービスケットとペットボトルの水を常備


